
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：山形県猟友会 

■ 猟友会会員の推移と年齢区分 

➢ 昭和 53 年 7,141 人をピークに減少しており、平

成 28 年は 1,459 人となっている。 

➢ 平成 27 年、平成 28 年は増加している。 

➢ 65 歳以上が 770 人と全体の半数となっており、

今後、大幅な減少が見込まれる。 

➢ 女性の会員は 22人となっており、青年層に多い。

山 形 県 猟 友 会 会 員 状 況 

         

 

 

 

 

 

蛯原さんは熊本県出身で現在小国町役場に勤務している。大学生

時代、先生に連れられてクマ狩に同行。これをきっかけに地域の

方々との交流が始まり、冬期間は月２回ほどと狩りに出かけている

とのこと。また、福島県喜多方市など会津北部地区において、電気

柵等の鳥獣被害対策にも取り組んだ経歴も持つ。 

これからは狩猟者としての技術の習得と電気柵設置など鳥獣被

害対策に取り組んで行きたいと話す。 

≪電気柵設置のポイント≫ 

➢ 絶対に入らせないという気持ちが大切であり、なんとなく設置

した柵は突破される。 

≪狩猟者の負担軽減≫ 

➢ 「依頼すれば来てくれる」とも思われているが、人数が少なく

なり対応できない地域がある。狩猟の担い手の増加と、効果的

な被害対策技術の普及が急がれる。 

小国町猟友会五味沢班 

（小国町総務企画課） 

   蛯 原 紘 子 さん 

小 国 町 猟 友 会（五味沢班） 

山ノ神への祈願は、熊山へ入る前に

必ず行い、山の安全と熊が 

獲れることを祈ります。 

（人） 

５ 

山形県猟友会の会員数の推移 

年齢区分別会員数 
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ハクビシン

サル

ネズミ

クマ

イノシシ

その他獣類

カラス

スズメ

ムクドリ

その他鳥類

（百万円）被害金額の推移（平成１９年度～平成２７年度）

山形県 H27 被害総額 

約 5億 8,100 万円 

果樹

77%

野菜

15%

その他3％

イネ

6％

平成２７年度
作物別

被害金額割合

ハクビシン

12%
サル

11%

ネズミ

4%
クマ

4%
イノシシ

4%その他獣類

5%

カラス

22%

スズメ

21%

ムクドリ

10%

その他鳥類

7%

平成２７年度
鳥獣別

被害金額割合

一
面
を
覆
っ
て
い
た
雪
が
融
け
、
植
物
が
芽
吹
き
、
動
物
が
動
き
始
め
、
農
家
の
方
々

も
農
作
業
を
本
格
始
動
さ
せ
る
『
春
』
。
収
穫
を
楽
し
み
に
作
業
に
勤
し
む
一
方
、
今

年
も
鳥
獣
被
害
の
不
安
が
よ
ぎ
る
…
。
今
年
こ
そ
は
無
事
に
実
り
の
秋
を
迎
え
た
い
。 

平
成
一
九
年
度
に
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
が
施
行
さ
れ
、
県
内
に
お
い
て
は
対
策
に

取
り
組
む
市
町
村
が
増
加
し
、
被
害
額
も
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
平
成
二

七
年
度
は
約
五
億
八
一
〇
〇
万
円
の
被
害
額
と
な
っ
て
い
る
。
山
形
県
は
鳥
類
に
よ

る
、
さ
く
ら
ん
ぼ
（
二
億
七
四
〇
〇
万
円
）
等
、
果
樹
作
物
へ
の
被
害
額
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

 

一
方
農
地
の
減
少
に
よ
っ
て
被
害
額
が
減
少
し
て
い
る
側
面
も
あ
り
、
ま
た
、
鳥
獣

被
害
は
営
農
意
欲
の
減
退
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
を
も
た
ら
し
、
被
害
額
と
し
て
数

字
に
現
れ
る
以
上
に
農
山
漁
村
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。 

鳥
獣
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、
鳥
獣
の
生
息
域
の
拡
大
、
狩
猟
に
よ

る
捕
獲
圧
の
低
下
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
が
考
え
ら
れ
、
対
策
が
急
が
れ
る
。 

 

資料：県園芸農業推進課 

被害金額の推移（平成 19 年度～平成 27 年度）単位:百万円 

平成 27 年度 鳥獣別・作物別 被害金額の割合 

４


